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本日の流れ



× ＝

はじめに
◎GIGAスクール構想
多様な子どもたち一人一人に個別最適化され，

資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境
を実現する。

これまでの

教育実践の

蓄積

ICT
主体的・対話的で

深い学びの視点

からの授業改善

参考文献：文部科学省（2020）「GIGAスクール構想について」



はじめに
◎算数科の学習過程とICT活用の関係

問題提示

自力解決

学び合い

まとめ・
振り返り

問題を一瞬で配布可能。

ノートの代わりに使用可能。
複数回，試行錯誤が可能。

一瞬で記述内容が転送可能。
一覧表示が可能。

振り返りの記述の蓄積が可能。

参考文献：文部科学省（2020）「GIGAスクール構想のもとでの小学校算数科の指導について」
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これまでの
実践について

単元：分数×分数（６月上旬）

１辺の長さが分数の時の求積問題

・図に書き込む。
・根拠を付けて解答する。

図形に書き込むことの定着
⇒立体の求積問題につなげる。

問題

提示

自力

解決

学び

合い

まとめ・

ふりかえり

児童の解答



これまでの
実践について

１辺の長さが分数の時の求積問題

問題

提示

自力

解決

学び

合い

まとめ・

ふりかえり

・解答の共有（繰り返し行う）。
・他の児童の解答を確認する
ことの意識づけ。
・低位の児童に対する個別支援。

・共有することで、他の児童と話し
合って学び合う関係づくりを行う。

共有画面

単元：分数×分数（６月上旬）



本日の流れ



授業報告
学校

対象

学力

児童の実態

京都市立百々小学校

６年生 １０４名（１組３５名 ２組３４名 ３組３５名）

京都市平均より８ポイントマイナス
（２０２１年度第３回ジョイントプログラム確認テストより）

◎意欲的な児童が多い。
◎授業に対する反応が良い。
◎質問も積極的にする児童が多い。
△集中力・持続力ともに低い。
△定着しにくい。
△家庭の協力が得にくい。



授業報告

単元

時期

使用教材・使用ソフト

第８章 立体の体積

２０２１年９月下旬～１０月上旬

教科書（啓林館） ロイロノートスクール



授業報告

（１）柱体（角柱・円柱）の体積の求め方を考え，その公式を理解
し，それを用いて複合図形の体積の求め方を考えることができ
るようにする。

（２）図形を構成する要素に着目し，基本図形の体積の求め方を
見いだすとともに，その表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現
に高め，公式として導くことができるようにする。

（３）角柱や円柱の体積について，数学的に表現・処理したことを
振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く
考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

単元目標



授業報告
単元計画

第１時

第２時

第３時

第４時

第５時

第６時

第７時 単元における学びを振り返る。

学習内容の定着を図る。

学習内容の定着を図る。

複合図形を柱体と捉え，公式で求める。

角柱の体積の求め方を基に，円柱の体積を求める。

三角柱の体積の求め方を基に，角柱の体積を求める。

直方体や三角柱の体積が公式を使って求められる
ことを理解する。

※公式とは・・・
（底面積）×（高さ）のこと



授業報告
単元：立体の体積

△色分けした書き込み
△根拠づけした思考

◎自分の思考を表現可能
◎複数回，考え直すことが可能
⇒自信をもって提出・発言できる

問題

提示

自力

解決

学び

合い

まとめ・

ふりかえり

図と式の関連づけ



授業報告
単元：立体の体積

共有画面

問題

提示

自力

解決

学び

合い

まとめ・

ふりかえり

△共有されるのは一部の
解答のみ

△低位の児童は後に
個別指導

◎他の解法を知ることが
できる。

◎発表者の画面を
見ながら解答を聞く
ことができる。
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まとめ
図形の求積指導における

タブレットの活用を実践した結果

◎問題に対して繰り返し考え直すことが可能⇒思考を整理できる。
◎図に書き込むことが容易にできる。⇒まとめる力の定着。
◎児童全員の解答を共有することが可能⇒他の解法を知れる。

メリット

△タブレット上にエラーが出た時の処理が困難。
△板書とノートの一体化が困難。
△ノートに残そうとすると，時間がかかる。

デメリット


